
 

 

年次集会2025 第15回学術・政策勉強会 開催報告 

 
日本麻酔科医会連合年次集会2025（第15回学術・政策勉強会）は藤野裕士近畿麻酔科医会会長の代

表幹事 のもと2025年2月1日ホテル阪急インターナショナルにて行われました。 
開会の挨拶は代表幹事の藤野先生より麻酔科環境の変化についてお話があり、本日のプログラムに

ついての紹介がありました。続いて議員連盟日本の安全な麻酔・周術期医療を考える会の新会長であ
る今枝宗一郎先生よりビデオレターでのご挨拶がありました。特に現在話題の無痛分娩に関する今後
の対応のお話しをいただきました。 
代表挨拶・基調講演は武田純三先生より”日本麻酔科医会連合会員へのメッセージ―責任ある立場の

先生方にご理解いただきたい課題―”とういうテーマでご講演いただきました。特にEnjoy the Anethesi
a, Professionalism for Anesthesiologistsというお話しは印象的でした。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
開会挨拶：藤野 裕士        挨拶：今枝 宗一郎           代表挨拶・基調講演：武田 純三 
近畿麻酔科医会 会長        議員連盟                                         日本麻酔科医会連合代表理事 
年次集会2025代表幹事       日本の安全な麻酔・周術期医療を 

考える会 会長 
 

指定講演Iは座長藤野裕士先生のもと3つの講演が行われました。講演Iは日本集中治療医学会理事長
の黒田泰弘先生から”麻酔科専門医にとっての集中治療科専門医：その意義と課題”というテーマで講演
いただきました。特に”麻酔科から見た集中治療観”、”集中治療から見た麻酔科観”のお話しをいただき、
麻酔科専門医プログラム内での集中治療研修必須についても言及されました。 
講演IIは東京大学の内田寛治先生より”本邦の分娩に対する麻酔科医関与の現状と今後”というタイト

ルでご講演いただきました。無痛分娩に対す都民アンケートの結果より、6割の患者さんは無痛分娩を
希望している現状、また欧米では分娩に関する麻酔関連死はゼロであるが日本では1.3％程度あること
が示されました。今後無痛分娩を含む分娩麻酔医療に対する麻酔科医の関わりの重要性が示されまし
た。 
講演IIIは大阪大学の山本俊介先生から”診療報酬から読み解く麻酔科を取り巻く状況と今後の展望”と

うタイトルで医系技官の経験からの診療報酬の仕組みや改訂のプロセスの説明がありました。医会連
合や学会をふくめて我々麻酔科医が考えて行くべきみちをお示しいただきました。 

 



 

 
 
 
 
 

 
 
 
講演：黒田 泰弘          講演：内田 寛治             講演：山本 俊介 
香川大学医学系研究科           東京大学大学院医学系研究科          大阪大学大学院医学系研究科 
救急災害医学 教授            生体管理医学講座 麻酔科学 教授     麻酔・集中治療医学 助教 

 
ランチョンセミナーは日本ベクトン・ディッキンソン株式会社（エドワーズライフサイエンス合同

会社 旧クリティカルケア事業部）の共催で東京歯科大学の小板橋俊哉先生から”アウトカムを意識した
麻酔管理”のテーマで講演いただきました。循環モニターの歴史から麻酔科学会への要望、術後鎮痛と
患者アウトカムといった話題まで幅広く解説いただきました。 
 
                                                          

                                                   
                                                   
 
 
                      

 
 

講演：小板橋 俊哉                   座長：森田 潔 
東京歯科大学市川総合病院                川崎医科大学川崎総合医療センター  
麻酔科緩和ケア科 教授                 特任教授 
 

午後からの特別講演は大阪大学大学院医学系研究科医学専攻社会医学講座(法医学) 教授の松本博志
先生より”医療現場での突然死―その機序に迫る”のテーマでご講演いただきました。法医学と医療安全
の関係や遺伝子検査による真の究明やリスク分類まで幅広く解説いただきました。 

 
 
 

講演：松本 博志 
大阪大学大学院医学系研究科医学専攻 
社会医学講座（法医学）教授 
大阪大学大学院医学系研究科 
次のいのちを守る人材育成教育研究センター  
センター長 



 

指定演題IIは札幌禎心会病院 麻酔科 研修センター長の岩﨑寛先生から”麻酔科学の発展のため臨床研
究に携わる意義と機会を提示しよう”のテーマでご講演いただきました。ご自身の経験も踏まえて臨床
研究の楽しさを伝えることの重要性を強調いただき、評議員や代議員に教育的義務があることを強調
されました。特に個人的には北海道日本ハムファイターズの新庄監督の”努力は一生、本番は一回、チ
ャンスは一瞬”を引用されたのが印象的でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 

講演：岩崎 寛                                                      座長：廣田 和美 
札幌禎心会病院 麻酔科 研修センター長            青森県立中央病院 院長 
 
新任教授講演は名古屋大学の秋山浩一先生、大阪大学の吉田健史先生、福井大学の松木悠佳先生か

らご講演を頂きました。それぞれの分野で新しい活動をされている先生方で、今後新しい麻酔科の形
を作られていく存在であると感じました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講演：秋山 浩一            講演：吉田 健史             講演：松木 悠佳 
名古屋大学大学院医学研究科    大阪大学大学院医学系研究科             福井大学学術研究院医学系部門 
麻酔・蘇生医学講座 教授     麻酔・集中治療医学教室 教授         医学領域 器官制御医学講座 

                                      麻酔・蘇生学分野 教授 
 
最後に森田潔事務局長より閉会のご挨拶をいただき、日本麻酔科医会連合年次集会2025は盛会のも

とに閉会しました。終了後に行われた懇親会でも森田潔事務局長司会の下、多くの先生方からご挨拶
をいただきました。次回は5月17日の学術・政策勉強会でお会いしましょう。 

 
【次回の開催情報】 
第16回学術・政策勉強会   日 時：2025年5月17日(土) 14：30～18：30（予定） 
開催場所：日比谷国際カンファレンススクエア 8F   アクセス：https://hibikoku.tokyo/access/ 
  

広報委員会   森松 博史（文責）  飯田 宏樹  （2025年2月） 

https://hibikoku.tokyo/access/

